
傾斜住宅の補修

富士商事の施工方法による

弊社は傾いた家を水平修復するプロ集団です。
阪神淡路大震災や東日本大震災では年間１００棟以上の実績をほこり、
震災以外でも年間約５０棟以上の復旧工事を行っています。



１．弊社における主な水平復旧工法

基礎直下に鋼管を圧入し、
基礎ごとｼﾞｬｯｷUPする工
法。UP後は地盤と基礎と
の隙間をセメントﾐﾙｸを用
いて充填する。水平復旧
と地盤の補強を目的とし
ている。

基礎下に耐圧板を配置し、
1枚1枚圧力確認をした後、
基礎ごとｼﾞｬｯｷUPする工
法。UP後は地盤と基礎と
の隙間をセメントﾐﾙｸを用
いて充填する。水平復旧
のみを目的としている。

基礎と大引の間から
ジャッキで建物を水平復
旧する方法。ジャッキUP
後は、強度のある無収縮
モルタルでUP隙間を充て
んする。水平復旧のみを
目的としている。



家の基礎下を掘り起こし、家の重量とジャッキの力を
利用して、支持地盤に杭を打ち込んで傾斜した住宅
を元に戻す工法です。

■特徴

１．全ての作業を屋外で行います。
２．鋼管杭を支持地盤までジャッキで圧入します。
３．アップ作業はジャッキの集中操作により住居を

傷めることがありません。
４.住人の方には普段通りの生活をして頂きながら
傾きを修復致します

施工条件 基礎：布基礎、べた基礎
傾き：条件なし
隣接：１ｍ程度

工期 １～１．５ヶ月
施工後の 沈下の状況によってはクロス
内装 などの補修が必要となる場合

があります。





③住居傾きのバランスを見
ながら連動ジャッキを操
作し、住居を水平に修正
します。
この操作は大変重要で
長年の経験とノウハウ
を必要とします。操作を
誤ると住居に亀裂が生
じます。

■特徴

■施工手順

１．全ての作業を屋外で行います。
２．耐圧板をジャッキで圧入します。
３．アップ作業はジャッキの集中操作により住居
を傷めることがありません。

４.住人の方には普段通りの生活をして頂きながら
傾きを修復致します

①進入口とトンネル
の掘削をします。

住居の基礎直下地盤が安定している事が確認された
場合に施工が可能になる工法で、設計位置に耐圧板
を配置し油圧ジャッキで圧入し、支持地盤を安定させ
ます。
費用的には鋼管杭圧入工法より若干安くなります。

①～②
③

施工条件 基礎：布基礎、べた基礎
傾き：条件なし
隣接：１ｍ程度

工期 ２～４週間
施工後の 沈下の状況によってはクロス
内装 などの補修が必要となる場合

があります。

②基礎下の設計位置
に耐圧板を配置し
ジャッキで安定さ
せます。



■施工手順

④ ⑤

④住居内の水平度をチェック
し、水平バランスの微調
整を行います。

⑤最後に掘削場所の埋め戻
しを、空洞部にはセメント
ミルクを充填します



■特徴

■施工手順

１．土台アップは現場状況に応じて施工
方法を決めます。

２．.住人の方には普段通りの生活をして頂き
ながら傾きを修復致します

ジャッキ 解放されたアンカー

土台

両天秤ジャッキ設置の場合

アップ盤

ジャッキ台

①～④ジャッキアップ

① 土台を基礎から解放する。 ③ 住居が水平になる位置までジャッキ
アップする。

② 土台を持ち上げる位置にジャッキ ④ 住居の水平レベルを保ちながら鉄板
を取り付ける。 キャンバーか角パイプで土台を固定する。

基礎と大引きのアンカーボルトを開放しジャッキアップ後、
隙間を無収縮モルタルにて閉塞する工法です。

施工条件 基礎：布基礎、べた基礎
傾き：150mm程度まで
隣接：１０ｃｍ程度

工期 ２～３週間
施工後の 沈下の状況によってはクロス
内装 などの補修が必要となる場合

があります。

爪付きジャッキ使用の場合



■施工手順

補強棒で延長する場合 鉄板プレートを用いる場合

溶接した補強棒

化粧モルタル

型枠

無収縮モルタル

⑤束延長 ⑥アンカー長の調整 ⑦グラウト材充填工事

⑤ 土台アップ後、水平レベル位置に束長を
調整したあと固定する。

⑥ アンカー長を住居の水平レベルに合わせ
る。

⑦ 住居の水平位置に土台をアンカーで固定
し、グラウト材で基礎と土台の隙間を充填
する。







住宅建築時に行われるスェーデイング試験での地盤調査報告を読んで見ませんか？

地盤調査結果の判定ポイント

＜軟弱地盤の判定目安＞
このマニュアルにおいては、軟弱地盤判定の目安を地表面
下10ｍまでの地盤に次のような土層の存在が認められる場
合とする。

1.有機質土・高有機質土（腐植土）
2.粘性土で、標準貫入試験で得られるＮ値が２以下
あるいはスウェーデン式 サウンディング試験において
100kg以下の荷重で自沈するもの（換算N値 ３以下）。
3.砂で、標準貫入試験で得られるN値が10以下あるいは
スウェーデン式サウンディング試験において半回転数
(Nsw）が50以下のもの（換算N値５以下）。

なお、軟弱地盤の判定にあたった土質試験結果が得られて
いる場合には、そのデータも参考にすること。
「宅地防災マニュアル」
（建設省建設経済局民間宅地指導室：1989）



液状化で傾いた家を直すには？
いろいろ工法がある中で、どの工法なら再沈下し
ないのか？

液状化現象で沢山の住宅が傾いている地域でもマンションや店舗などの大規
模建築物や大型の広告塔などはほとんど傾いていません。
液状化の被害は家を建てたときの地盤改良等の施工の有無に限らず起きてい
ます。

この違いを分析する事で傾いた住宅の水平修復工法の選択ができるのではな
いでしょうか？

各種文献やインターネット情報で言われている事で弊社の経験とも一致する事
は、傾いた住宅の地盤をボーリング試験やスウェーディング試験で調査し、地
盤状態を把握した上で、基礎の自重を利用してN値が１５以上で２ｍ以上続く堅
固な支持層に鋼管杭を打つ「アンダーピニング工法」が最良と思われます。

この工法も絶対に大丈夫だと断言は出来ませんが現時点で考えられる工法の
中では最良の方法と思われます。
あとは経験豊かな施工業者を選択して、杭先端部を確実に支持層に到達させ

る事だと思います。



軟弱層
（-2m以浅）

中間層
（-2m～-8m）

支持層
（-8m以深）

平面地盤補強
・N値5以上
・層厚２m以上

杭状地盤補強
・N値5以上
・層厚２m以上

小口径鋼管杭
・N値15以上
・層厚２m以上

新築・増改築工事

地盤は住宅の一部です！！

Ⅰ.地盤そのものが液状化しないよう
に対策する方法
小規模建築物では経済性や敷地の制約上，
液状化の発生を防止するような締固め工法や
密度増大工法などの抜本的対策は採用しにく
い。

Ⅱ.地盤の液状化は許容するが構造的
に対処する方法
(1)布基礎からべた基礎への変更
(2)浅層地盤補強
(3)杭状地盤補強（柱状改良体）
(4)杭状地盤補強（小口径鋼管杭）
(5)杭基礎

補強工法項目 項目

表層地盤改良 ・液状化層が深さ3 m 以内，改良厚さが2 m 以
内。
・沈下量が許容値以内。

柱状地盤改良 ・液状化層が深さ5 m 以内。
・改良体の先端地盤が液状化しない。
・液状化層の摩擦抵抗を無視しても，
作用軸力が短期許容支持力以下。
・改良長を液状化深さの1.5 倍以上確保でる。

小口径鋼管杭
杭基礎

・杭先端地盤が液状化しない
・液状化層の摩擦抵抗を無視しても，作用軸
力が短期許容支持力以下。
・液状化層の水平地盤反力を無視しても，杭
の曲げモーメント，せん断力が許容値以下。

表 1 対策法選定基準の目安



地盤は住宅の一部です！！

既存住宅の地盤補強

■アンダーピニング（鋼管抗圧入工法）

地盤に支持層が認められる場合、建物荷重を
反力として小口径の鋼管を溶接しながら支持
地盤までジャッキで圧入します。

＜液状化の可能性のない地域＞

・洪積台地または表層近くに洪積層が出現
する地盤
・粘性土層に厚く被われていることが明らか
な地盤
・地下水位が極めて低い地盤（高台など）
・地域防災マップで明らかに液状化しないと
記述されている

これ以外は液状化の可能性が有りま
す対策を取られたら如何ですか。

【圧入完了時杭頭部分】

【杭頭固定】





2）居住性の問題

床面の傾斜は住む人の健康被害を誘発するケースがあ
ります。

傾斜した所で長く生活すると、三半規管に障害が発生し、
その結果原因不明の頭痛、めまい、吐き気が起きる等
の後遺症が残るケースがあり注意が必要です。

3）居住性の対策

応急対策として、傾斜は立っている時より寝ている時の
方が感じやすいので、ベッド等を水平にして就寝する事
が良いと思われます。

ただし、大きい傾斜の場合は、出来るだけ早く傾斜を改
修することが望ましいと思われます。

（社団法人 日本建築構造技術者協会ホームページより）



富士商事株式会社

弊社は「住環境の基礎づくり」に日々励んでます！


